
組織のCO2排出係数

※ A B

    ＫＥＳ は組織のトータルマネジメントへのゲートウェイ！

  目標及び施策相互の相関と連鎖 （CO2排出削減 に着目して）

 A のためのＢ
       又は

 ＢがＡをもたらす

 組織のCO2排出量
＝

組織が生み出す価値

省エネルギー

組織・事業の持続可能性向上

地球環境の保全と持続可能性の向上

顧客満足･利害関係者からの評価獲得

資源の枯渇防止

躾

廃棄物・廃水の削減

社内資源の棚卸と継承

ゴミ

品質不良の削減

CO2排出削減

労働安全衛生

職場環境の改善

外部の情報･教育･評価

（ 含；KES審査 ）

の活用

主にﾘﾕｰｽ、社内ﾘｻｲｸﾙの場合

環
境
課
題

経
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題

５Sの推進

付加価値を生まない

生産物の削減

業務･工程改善

原材料歩留まりの向上

知的財産・ノウハウの蓄積

社員の士気向上

事業の収益力向上

社員教育の

充実・強化
力量と認識

資材購入･在庫量

の適正化

製品・サービスの

開発力･販売力強化

コスト対応力強化

気候変動緩和

納期順守

Ｑ

Ｄ

社員の､利害関係者への

対応力向上 Ｃ

コストダウン

顧客のｸﾞﾘｰﾝ調達

をサポート

環境貢献（脱炭素）貢献型

製品・サービス

の開発・販売推進

Ｅ

デンキ

組織のCO2排出係数※) を低減

設備導入･改善

調達エネルギー

の脱炭素化

処理･処分の

負荷抑制

省 資 源

カミ

リユース・リサイクル

の推進

廃棄物・排水処理費用

削減

再エネによる

自家発電

付加価値を生まない

活動の削減

製品及びサービス、

生産、業務の

エンジニアリング力向上
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